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施
政
方
針
　平
成
22
年
度

　
平
成
22
年
第
１
回
熊
野
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
が
平

成
22
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
政
策
企
画
課
）

は
じ
め
に

　
昨
年
10
月
か
ら
、
町
内
14
の

自
治
会
ご
と
に
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

直
接
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新

年
度
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限

り
現
場
に
赴
き
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、

町
政
の
運
営
に
取
り
組
む
所
存

で
す
。

町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

「
社
会
経
済
情
勢
」

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
は
、
企

業
の
大
幅
な
収
益
悪
化
や
高
い

失
業
率
を
招
き
、
円
高
と
デ
フ

レ
の
進
行
も
あ
っ
て
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
国
政
で
は
、

政
権
が
交
代
し
、
民
主
党
を
中

心
と
し
た
政
権
が
誕
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
広
島
県
で
も
新
し

く
湯
崎
知
事
が
就
任
さ
れ
る
な

ど
、
政
治
の
流
れ
も
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
新
政
権
で
は
、「
政
治
主
導
」、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」、

「
予
算
編
成
プ
ロ
セ
ス
の
透
明

化
」
を
掲
げ
て
、
平
成
22
年
度

予
算
案
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
国

や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
民
の
雇
用
や
生
活
を
守
る
た

め
の
効
果
的
な
対
策
を
速
や
か

に
講
じ
て
参
り
ま
す
。

「
地
方
分
権
改
革
」

　
新
政
権
で
は
、
地
域
主
権
体

制
の
確
立
を
政
策
の
柱
に
掲
げ
、

規
制
の
見
直
し
や
権
限
移
譲
を

進
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
地

方
税
財
政
の
改
革
や
地
方
自
治

法
の
改
正
な
ど
の
動
き
も
加
速

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
国
の
動
向
を
十
分

注
視
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
の

進
展
に
適
切
に
対
応
し
て
参
り

ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
認
定
交
付
事
務
お
よ

び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

事
務
に
つ
い
て
も
、
県
か
ら
移

譲
を
受
け
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
重
点
的
な

取
り
組
み

■
総
務
部
門

　
地
域
住
民
や
シ
ニ
ア
世
代
の

社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
自
主
的
で
公

益
的
な
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ

や
団
体
等
に
対
し
て
、
公
募
に

よ
り
、
活
動
費
の
支
援
を
行
い
、

「
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
ま
す
。

　
昨
年
、
出
来
庭
地
区
で
実
施

し
た
「
筆
の
街
散
策
」
は
、
多

く
の
来
訪
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本

年
度
は
、
中
溝
、
城
之
堀
地
区

も
加
え
た
地
域
で
実
施
し
、
更

な
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
旧

筆
づ
く
り
工
場
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
交
流
拠
点
を
整
備
し
、

参
加
体
験
型
事
業
や
産
業
観
光

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訪

れ
る
人
の
利
便
性
と
回
遊
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
わ
が
国
の
伝
統
文
化
の
魅
力

と
奥
深
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
10
月
に
筆
の
里
工
房
に

お
い
て
、
京
都
の
陽
明
文
庫
か

ら
国
宝
、
重
要
文
化
財
を
含
む

収
蔵
品
を
借
り
受
け
、
特
別
展

「
陽
明
文
庫
・
国
宝
展
―
近
衞

家
１
千
年
の
至
宝
」
を
開
催
し

ま
す
。
　

　
筆
事
業
協
同
組
合
が
行
う
筆

職
人
後
継
者
育
成
事
業
や
筆
ま

つ
り
実
行
委
員
会
等
へ
の
助
成
、

筆
の
街
散
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
、
筆
文
化
や
筆
産
業

の
振
興
を
中
心
と
し
た
定
住
・

交
流
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
内
企
業
の
経
営
の
安
定
等

を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
融
資

制
度
の
金
融
機
関
へ
の
預
託
金

を
、
３
千
万
円
増
額
す
る
と
と

も
に
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、

中
小
企
業
融
資
制
度
利
子
補
給

金
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
、
熊
野
町
商
工
会
内
に

設
置
し
た
「
熊
野
町
就
業
促
進

セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、
町
内
の

就
職
希
望
者
へ
の
就
業
サ
ポ
ー

ト
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
民
生
部
門

　「
熊
野
町
中
央
保
育
所
」
が
、

民
営
化
に
よ
り
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
保
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
園

舎
を
改
築
し
、
保
育
環
境
の
改

善
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
４
月

か
ら
、
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
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を
対
象
と
し
た
入
院
治
療
に
対

す
る
児
童
医
療
費
助
成
制
度
を

創
設
し
、
高
額
と
な
る
入
院
治

療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
の
解

消
を
図
る
た
め
、
親
子
で
参
加

で
き
る
ミ
ニ
動
物
園
等
の
開
催
、

絵
本
作
家
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
子
育
て
中
の
親
を
対

象
と
し
た
健
康
相
談
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

　
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
基
本
理
念
の
も
と
、
介
護
保

険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

を
促
進
し
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
資
格
を
取
得
す

る
「
介
護
職
員
育
成
支
援
事
業
」

を
実
施
し
、
介
護
職
場
で
の
雇

用
創
出
と
、
介
護
従
事
者
の
資

質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
就
労
支
援
、
地

域
生
活
へ
の
移
行
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
を
一
元
的
に
提
供
し
て
い

く
ほ
か
、
町
民
体
育
館
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し
ま
す
。

　
制
度
の
狭
間
に
あ
る
難
病
等

患
者
に
対
す
る
支
援
制
度
と
し

て
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

住
民
基
本
健
診
、
特
定
健
診
、

妊
婦
健
診
、
乳
幼
児
検
診
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
広
域
接
種
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
処
す
る

た
め
の
行
動
計
画
や
、
役
場
機

能
を
維
持
す
る
業
務
継
続
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
て
、
住
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
進
め
る
と

と
も
に
、
町
内
の
危
険
箇
所
や
、

避
難
場
所
等
を
明
記
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
夜
間
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

防
犯
灯
の
増
設
お
よ
び
環
境
に

や
さ
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
普

及
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
建
設
部
門

　
県
道
矢
野
安
浦
線
・
県
道
瀬

野
呉
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
体
の
広
島
県
お
よ
び
関

係
機
関
に
引
き
続
き
、
早
期
の

完
成
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
事
業
推
進
に
全
面
的
に
協

力
し
ま
す
。

　
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
町

道
深
原
公
園
線
、
町
道
出
来
庭

川
角
中
央
線
、
町
道
団
地
１
・

２
号
線
の
事
業
を
引
き
続
き
進

め
る
と
と
も
に
、
町
道
の
適
正

な
維
持
管
理
を
計
画
的
に
行
い
、

生
活
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
策
定
し
た
「
熊
野

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
昨
年
度
に
取
得
し
た
雇
用
促

進
住
宅
熊
野
宿
舎
は
、
本
年
４

月
か
ら
、
コ
ー
ポ
ラ
ス
熊
野
と

し
て
、
幅
広
い
所
得
者
層
の
住

宅
の
用
に
供
す
る
賃
貸
住
宅
と

し
て
管
理
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
住
居
表
示
事
業
は
、
呉
地
地

区
、
川
角
地
区
お
よ
び
出
来
庭

地
区
の
一
部
を
対
象
と
す
る
第

４
期
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
東
広
島
・
呉
自
動
車
道
や
県

道
矢
野
安
浦
線
等
が
完
成
す
れ

ば
、
交
通
機
能
が
強
化
さ
れ
、

広
域
的
な
連
携
や
交
流
が
深
ま

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
整
備

に
合
わ
せ
て
、
深
原
地
区
町
有

地
の
造
成
を
進
め
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
城
之

堀
地
区
、
初
神
地
区
お
よ
び
新

宮
地
区
の
一
部
を
整
備
し
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
は
、
新
宮
地
区

を
中
心
と
し
た
未
給
水
地
区
の

配
水
管
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
高
所
配
水
団
地
水

道
施
設
の
整
備
と
し
て
、
皇
帝

ハ
イ
ツ
配
水
管
の
工
事
を
進
め

ま
す
。

■
教
育
部
門

　
小
学
校
１
・
２
年
生
に
書
道

科
を
設
け
ま
す
。
書
写
の
力
だ

け
で
な
く
心
を
落
ち
着
か
せ
、

伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
と
し
て

大
き
な
教
育
効
果
を
期
待
し
、

推
進
し
ま
す
。

　
熊
野
第
三
小
北
校
舎
は
、
改

築
に
向
け
解
体
し
ま
す
。
熊
野

第
一
小
西
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
の
た
め
、
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。

　
熊
野
中
、
熊
野
東
中
は
、
教

科
・
ク
ラ
ブ
指
導
の
講
師
を
増

や
し
、
学
力
検
査
結
果
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
　

　
町
民
一
人
ひ
と
り
に
幅
広

い
学
習
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
地
域
の
公
民
館
や
図
書
館

で
、
各
層
・
各
年
代
層
に
応
じ

た
様
々
な
学
級
・
講
座
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
読
書
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　
小
学
生
に
対
し
て
は
、
安

心
・
安
全
に
活
動
で
き
る
場
と

し
て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
子
育
て
支
援
や
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
講
座

等
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、「
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
実
施
す

る
ほ
か
、
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活

性
化
事
業
等
を
開
催
し
ま
す
。


